
JNHS-II看護専門委員会委員長 井本寛子（日本看護協会常任理事）
J-SNOW運営委員会委員長 髙松潔 （東京歯科大学市川総合病院産婦人科教授）
J-SNOW総括代表者 林 邦彦（群馬大学理事・副学長・特別教授）

2年に1回，10年以上にわたる長期の調査にご協力いただける
1972年～2000年生まれの看護職の資格をもつ女性を募集します！

女性保健医療従事者の健康増進に役立つ疫学エビデンス創生のために2001年に開始した
「日本ナースヘルス研究(Japan Nurses’ Health Study：JNHS)」をはじめとする「女性の保健医療
従事者の生活習慣と健康に関する疫学研究(Japan-Study group on Nationwide Occupational cohorts of
Women health professionals：J-SNOW）」は，わが国で初めての大規模女性保健医療従事者
コホート研究として，これまで多くの知見を世界に報告してまいりました。
今回，次世代を担う22歳～50歳の看護職有資格者の女性を対象に新たな研究を開始しました。
月経関連疾患，不妊症，若年に発症する貧血，子宮内膜症，子宮筋腫，片頭痛など有症割合
や女性ホルモン剤の利用，婦人科領域のがん検診といった女性固有の保健医療習慣の実態を
把握することで，さまざまな症状や疾病の発症予防につながる若年時の生活習慣因子を探索
することを目的としています。※JNHS-Ⅱは，令和4年6月30日に群馬大学「人を対象とする医学系研究倫理審査委員会」の承認を得ました。

＜問い合わせ先：J-SNOW（GNHS，JNHS，JNHS-II，JPHS）研究事務局＞
国立大学法人群馬大学 食健康科学教育研究センター内（KA7-32）
〒371-8514 群馬県前橋市昭和町3-39-22
TEL&FAX ：027-220-8974（平日9時~17時）
E-mail：j-snow-jimukyoku@ml.gunma-u.ac.jp
ホームページ：https://plaza.umin.ac.jp/~j-snow/
JNHS-Ⅱ研究代表者 長井 万恵

全国の女性看護職有資格者を対象にした次世代コホート研究
Japan Nurses’ Health Study - The Next Generation（JNHS-Ⅱ）

「女性の生活習慣と健康に関する疫学研究」

参加協力のお願い
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